
             主体的に取り組む児童の育成へ 
校長  藤原 輝正  

全国の小学校では、学校の中で教員が互いに学び合う機会

として、校内研究を進めております。授業を中心とする実践

研究で、毎年テーマを設定し、校内の全ての教員が切磋琢磨

しながら、研究を深めています。  

今年度の研究テーマは、「『主体的に取り組む児童の育成』

～特別活動や教科の指導を通して」です。学級担任は学級会

の指導を、専科教員は担当教科の指導を通して１年間、研究

を進めてきました。学習指導要領に位置付けられている「特

別活動」には、『学級会』だけでなく、『クラブ活動』『委員会活動』『児童会活動』そ

して『学校行事』なども含まれます。特別活動を通して身に付けるべき力は、「人間

関係形成力」「社会参画」「自己実現」ですが、学級会は、学校や学級の課題を見出

し、よりよく解決するため、合意形成し実践することや主体的に組織を作り、役割分

担して協力し合うといった内容があります。  

この１年間、全ての教員が授業実践を重ねてきました。１月１５日には青梅市教

育委員会の指導室訪問があり、５年生が研究授業として、学級会を行いました。その

日の議題は「男女仲良しパーティーをしよう！」です。「この授業は学習なの？」と

思われる方もいるかもしれませんが、この議題には、学級の目標や課題実現を意識し

た提案理由があります。それは、「男女が一緒に遊ぶ機会がなく、クラスがばらばら

な感じがある。」「パーティーをして仲を深めることで、男女仲良くなる。」というも

のです。この目標に向けて、司会グループが中心となり、児童を中心に話を進めてい

きます。事前にアンケート等で出された遊びの内容を提案理由に沿って、話し合って

いきます。安易な多数決ではなく、一生懸命に合意形成を図る子供たちの姿をみて、

ここに生きた学びがあると実感しました。話し合いの仕方の理解とともに、自分の話

を受け止め、考えてくれる仲間たちの姿から安心して発言してよいことも学びます。

自治的な活動ですが、目的を目指しつつも、楽しく魅力的な活動であるからこそ、主

体的な話し合いになっていきます。  

この１年、全教員で特別活動を重点に取り組む中で、子供の成長が大きく図られ

ていることをうれしく思います。  

学校の電話対応時間の変更について 

今年の３学期から、電話対応時間を７時４５分～１７時３０分に変更させていた

だきました。重ねての報告となりますが、新年度の４月より、市内の全小学校で  

７時４５分～１６時４５分に変更させていただきます。（朝は学校により少し違い

あり。）それ以外の時間は、留守番オートメッセージとなります。連絡・ご相談等は

この時間が主となりますが、授業時でもご連絡いただければ、副校長や他の教職員が

伝言し、後でかけ直すことは可能です。連絡帳等も今まで通りご活用ください。  

皆様にはご不便をおかけしますが、持続可能な学校運営の取組となります。ご理

解ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。  
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